
   資料２ 

- 1 - 

 

【     社】気候市民会議運営業務委託業者選定評価書 

採点の考え方 評価点×項目評価点＝ 項目別得点 全項目合計 1000点（一次・二次共通評価様式） 

１．仕様にかかる提案内容の評価 

項目 評価点（乗

数） 

評価の視点 項目評価点 

①  社会動向を踏まえたう

えで、市の現状や状況

について捉えられてい

るか 
10 

・国内外問わず先進事例などに十分な知見を有してい

るか。 

・広く社会動向に対する知見を有しているか。 

・長期的視点から課題に関する知見を有しているか。 

・地域の課題・特性を十分に踏まえた検討がなされて

いるか。 

0 2 4 6 8 10 

② 会議の運営（テーマ設

定・進行方法）につい

て、 

「気候市民会議」の意

義・趣旨を理解した内

容であるか 

30 

・市民からの意見を適切に抽出するため、市民がアイ

デア・意見を出しやすい運営方法が示されているか。 

・会議実施にあたり、適切なテーマが設定されており、

テーマに即した有識者や講師が選定されているか。 

・全ての行程を通した流れ・ストーリーを意識した内

容が示されているか 

0 2 4 6 8 10 

③ 提案に係る実施体制と

役割について 

10 

・将来の具体的な展開を想定した提案となっている

か。 

・事業実施を通じて、幅広い年代の交流ができる体制

となっているか。 

・合意形成やファシリテーションに対する技術はある

か。 

0 2 4 6 8 10 
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２．実施体制等（市をサポートするための総合的な能力・実績など）評価 

項目 評価点配分 評価の視点 評価点 

① これまでの業務実績、受

託者の特徴、他社と比較

した場合の強み・メリッ

ト 10 

・過去に市民等と直接関連する事業等を行った実績があり、十分

な業務遂行能力があるか。 

・過去に環境基本計画や地球温暖化対策実行計画等の環境関連

計画等の作成実績があり、当該分野に係る十分な知見があるか 

・過去に会議運営・プロジェクト運営（事務局・参加者や講師と

の調整・資料作成）の実績があり、十分な業務遂行能力がある

か。 

0 2 4 6 8 10 

② 会議実施にあたり、提供

可能なサポートやスキ

ル 

15 

・オンラインと現地開催のハイブリッド開催を実施するにあた

って十分な体制が示されているか 

・足が不自由な方・目が不自由な方などが会議に参加するにあた

って十分な支援体制・仕掛けが提案・検討されているか。 

・本事業に関して、事務局をサポートしていく機能が期待できる

か 

・多様な関係者の合意形成を図るための適切なコミュニケーシ

ョンスキルやノウハウを有しているか。 

0 2 4 6 8 10 

③ 業務を推進するための

組織体制 
5 

・業務遂行が可能な人員、組織体制が確保されているか 

・業務従事者が業務の遂行に必要な知見・ノウハウを有するか。 
0 2 4 6 8 10 

３．価格評価 

項目 評価点配分 評価の視点 評価点 

① 見積価格の明確さ 
20 

・見積金額における業務内容が明確に示されており、妥当な価格

であるか 
0 2 4 6 8 10 
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【評価点について】 

点 数 採点基準 

10点 

・業務内容を的確に把握し、提案が具体的かつ現実的であり、説得性のある内容になっている。 

・業務内容に関する知識が豊富で、十分な経験を有している。 

・必要な調査・分析能力を有しており、市の状況をよく理解した上での提案がなされている。 

・期待するレベルを超えた提案内容である。 

8点 

・業務内容を理解し、具体的で現実的な提案である。 

・業務内容に関する知識を有している。 

・期待に応えるレベルの提案内容である。 

6点 

・業務内容を理解しているが、提案における現実性若しくは具体性が欠けている。 

・業務内容に関する知識を一定程度有している。 

・想定範囲内の提案である。 

4点 
・業務内容の理解が不十分であり、提案内容も具体性に欠ける。 

・業務内容に関する知識、経験が浅い。 

2点 
・業務内容を理解しておらず、提案内容が本来の目的から逸脱している。 

・業務内容に関する知識がない 

0点 ・項目についての記載なし、項目との関連性の無い記載。（評価ができない場合） 

 


